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特別講演では、日本遠隔医療協会の長谷川特任上席研究員に「医療DX時代のオンライン診療、
オンライン服薬指導」と題してお話しいただいた。
長谷川氏は、日本の医療提供は持続困難な段階に入っており、医療の質・安全性を保ちなが
ら限られた資源で医療提供を続けるには医療DXが不可欠だと説明。また、医療DXとは単なる
デジタル化ではなく医療制度の再構築であり、ポイントは①情報の流動性、②情報の連続性、
③情報の可視化であると説いた。さらに医療DXは導入しながら、その都度起こる問題などを解
決していくもので、変化し続ける取り組みであることを覚えておいてほしいと語った。

遠隔医療、オンライン診療入門

●遠隔医療の基本形態
遠隔医療には基本形態がいくつかあります。日

本で最初に始まり、世界的にも一番広がっている
のは、他の病院にいる専門家の医師が別の病院の
医師を支える「Doctor（ドクター）to Doctor（ド
クター）」、略して「ＤtoＤ」です。これは放射線
画像診断で広まりました。そのほか、病理画像診

断、救急医療（脳卒中や大動脈解離など）、眼科、
皮膚科なども適用対象です。

形態その２は、家や職場にいる患者さんを病院
や診療所の医師が診察する「Doctor（ドクター）
to Patient（ペイシャント）」、略して「ＤtoＰ」で
す。これがオンライン診療です。対象は通常の疾
患、慢性疾患、トリアージ、難病、へき地離島な
どです。在宅だけではなく、プライバシーが守ら
れれば会社の会議室などでも行えます。
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特別講演

2026年１月23日（金）
15：30～17：00
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　日本医薬品卸勤務薬剤師会2025年度「フォーラム」
は、令和８年１月23日（金）にライブ配信にて開催さ
れました。今号では特別講演「医療DX時代のオンライ
ン診療、オンライン服薬指導」を掲載します。

＊講演内容は、当日の講演等から原稿を起こし、
講師校閲のうえ掲載したものです。
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